
2/15

活
用
し
て
く
だ
さ
い
！

高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
と
技
能

高
齢
化
が
進
む
現
代

社
会
に

お
い
て

、
「
健
康
や
生

き

が
い
の

た

め
、
何

か
社

会
に

役

立
つ
仕

事

を
し

た
い
」

と
考
え
て
い
る
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す

。

シ
ル

バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
で

は
、
高

齢
者
が
働

く
こ

と
を
通
し

て
社
会
に

参
加
し

、
健
康
や

生
き
が
い

を
高

め
、
地
域

社
会
の
発

展
に
貢
献

す
る
こ

と
を
目
的

に
活

動
し
て
い
ま
す

。

高
齢

者
の
長
年
の

経
験
に
よ

る
豊

富
な
知
識

と
技
能

は
社
会
の

財
産
で

す
。
地
域
や

家
庭

・
事
業
主
の

皆
さ

ん
、
高
齢
者
の
知
識

・
技
能
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

ま

た
、
働
く
意

欲
の
あ

る
高
齢
者

を
募
集
し
て

い
ま

す

。

贈
社
松
戸
市

シ
ル

バ

ー
人

材
セ
ン

タ
ー
a
3
8
4・
３
１
９

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕

組
み

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

齢
者
に
経
験
や
能
力
に
合
っ
た
仕
事
を

提
供
し
て
、
社
会
に
参
加
し
て

い
た
だ

き
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
康
的
な
生

活
を
送
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
適
し
た
臨
時
的
・
短
期
的

な
仕
事
を
一
般
家
庭
・
企
業
・
公
共
団

体
等
か
ら
請
け
負

い
、
そ
の
仕
事
を
希

望
す
る
会
員
に
提
供
し

ま
す
。
な
お
、

仕
事
に
応
じ
て
請
負
代
金
を
配
分
金
と

し
て
支
払
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す

（
左
図
参
照
）
。

※
請
負

・
委
任
の
契
約
形
式
を
と
る
た

め
、
発
注
者
と
会
員
の
間
に
は
雇
用

関
係
は
な
く
、
会
員
は
、
発
注
者
か

働くことが生き がいです（スーパー駐車場で）

シルバー人材センターの仕組み

②仕事の発注

①希望職種

の登録

⑤契約金の

支払い

③仕事の提供

⑥配分金の

支払い

④就 業

ら
仕
事
の
説
明
は
受
け
ま
す
が
、
指

揮
命
令
は
受
け
ま
せ
ん
。

■
こ
ん
な
仕
事
を
引
き
受
け
ま
す

高

齢
者

に

ふ

さ
わ

し

い
仕
事

が
あ
り

ま

し

た
ら

、

シ

ル

バ

ー
人
材

セ

ン

タ
ー

へ
電

話
で

ご
連

絡

く
だ

さ

い

。

セ

ン

タ

ー
で
行

っ
て

い
る
主

な

仕

事

は
、
表
1
の
と
お
り
で
す
。
そ
れ
以
外

で

も

、
次

の
よ
う

な
仕

事

が

あ
り

ま
し

た
ら

、

ご
相
談

く

だ

さ

い
。

①
新
た
に
人
を
雇
う
ほ
ど
で
も
な
い
が
、

臨
時

的

・
短

期

的

な
仕

事

で

高
齢

者

に

も

で

き

る
と

考
え

ら

れ

る
と

き

②

専

門
業

者

に

頼

む

ほ

ど

で

も

な
く

、

高
齢

者

の
長

年

の
経

験

や

技

能

を
生

か

し

て

で

き

る
仕
事

が

あ

る
と

き

③
気

軽

に
安

心

し

て
頼

め

る

家

事

な
ど

の
手

伝

い

が
必
要

な

と

き

セ

ン

タ

ー
の
職

員

が

、
相
談

・
下
見

・
見

積

り
を

行

っ
た
後

、

契

約

を
結

び

会

員

が
仕
事

を

行

い
ま
す

。

引

き
受

け

た
仕
事
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
責

任

を
持

っ
て
遂

行
し

ま

す

。

表1. 会員の主な仕事内容

※上記以外の仕事でも センターへご相談＜ださい。

※
収
益
を
目
的
と
し

な
い
公
益
法
人

の

た
め
、
比
較
的
安
価
で
仕
事
を
請
け

負

い
ま
す
。

※
会
員
は
、
臨
時
的
・
短
期
的
に
仕
事

を
す

る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、

交
代
で
就
業
し
ま
す
。

※
高
齢
者
の
安
全
に
配
慮
し
、
危
険
な

仕
事
、
健
康
を
害
す
る
恐
れ
の
あ
る

仕
事
は
お
断

わ
り
し
て

い
ま
す
。

一

会

員

も

募

集

し

て

い

ま
す

セ
ン
タ
ー
は
会
員

登
録
制
（
年
会
費

千
二
百
円
）
で
す
。
お
お
む
ね
六
十
歳

以
上
で
働
く
意
欲
の
あ
る
健
康
な
人
で

あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
健
康
と
生
き

が
い
を
求

め

て

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
に

な
り
ま
せ

ん
か
。

※
雇
用
契
約
を
結
ば
な
い
た
め
、
就
業

や
収
入

の
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

束
縛
さ
れ
ず
に
、
自
由
な
仕
事
が
で

き
ま
す
。

3月14日（日）まで（毎週月曜日・第4金曜日は休館）

午前9 時30 分～午後5 時（入館は午後4 時30 分まで）

市立博物館企画展示室

無料（常設展示は有料）

会 期

時 間

会 場

観覧料

口関連イベント

ちょっと昔のせんたくとアイロン体験

たらいと洗濯板、炭火アイロン、ひのしを使います。

日時２月２７日出、３月１３日出各午前10 時～午後3 時

会場プレイルーム前テラス

実演見学会「桶づくり」

私たちは、毎日を便利に過ごすため、いろいろな道具を作り、使い、

改良して道具たちと関わって生きてきました。そんな道具を見ている

と、それが活躍していた時代の暮らしの様子が伝わってきます。

今回の教育展では、小学校の社会科の教科書に出てくる昔の農機具

や生活用具約１４０点を展示し、それらを使った暮らしぶりを紹介しま

す。

桶づくり50 年の職人さんが、洗い桶・半台（予定）を作ります。

日時２月２７日出午前10 時～午後４時　会場実習室

※事前の申し込みは必要ありません。

爿氷 式 冷 蔵 庫

上段 に氷塊 を入れて

食品を保冷保存し ます。

家 庭では 、明治末 か

ら昭和30 年代 まで 使わ

れ てい まし た。

･･あんどん

中に油皿を置いて、

灯をともす照明具。

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー

1999
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会

員

お
お
む
ね
6
0歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

案
内
図

交

通

受
付
時
間

市立博物
館
教育展

大正時代以後に電灯

が普及するまで使われ

ていました。

間い合わせ

教科書のなかの道具とくらし

表1. 会員の主な仕事内容

技 術

技 能

事 務

管 理

外 交

一般作業

サービ ス

炭火アイロン



４月11 日(日)は 千 葉 県 議 会 議 員 一 般

選 挙 投 票 日 で す

投 票 でき る人 は昭和54 年4 月12 日 まで

に生 ま れ、平 成11 年1 月1日 までに松 戸市

に転 入の届 け出 をし、 引き続 き居住 して

い る人で す。千葉 県の他 の市区 町村 の選

挙人 名簿 に登録 さ れている 人 が、平 成11

年1 月２日以 降に松戸 市に転 入の届 け出 を

した場合は、前住所地での投票 になり ます。

※昨 年12 月の県条例 の改正 により 、松 戸

市南選 挙区 と松 戸市北 選挙区 が合 区 さ

れて､1つ の選 挙区に なり ました。松 戸

市 選挙区 の議 員定数 は7人 で す。

[闇市 選挙 管理委 員会事 務局Q366-7386

精神 障害者家族教室

2月24日㈲午後1時～4時　会場健康福

祉会館ふれあい22　内容恩田第二病院･

森島恵子氏と初石病院・池端孝之氏の各

ソーシャルワーカーとの懇談　対象精神

障害者の家族　定員先着40人　費用無料

圉電話で松戸保健所精神保健福祉班S361

-2121へ

教 育 委 員 会 会 議

2 月25 日米午 後2 時 から　会場 京葉ガ ス

Ｆ松戸ビ ル5 階会議 室

刪 旁聴可。議題等 はお問い合 わせください。

[固 教育委 員会 総務 課.0366-7460

根 木 内 歴 史 公 園 整 備 検 討 委 員 会

２月22 日㈲午 後2 時～4 時　 会場 市役 所

議会棟3 階 第1 ・第2 特別委 員会室

※傍聴可。議題等 はお問い合 わせくだ さい。

[固 みどり と花の課 緑政係S366-7378

ボラ ンテ ィアカレッジ

３月７日付午前10時30分～午後3時　会

場市川市市民会館　内容社会福祉に関す

る一般的・専門的知識、ボランティア活

動に必要な知識・技術等の習得　定員先

着150 人　費用無料

圉2 月26日銜〔必着〕までに、ハガキに住

所・氏名・年齢・電話番号・｢ ボランテ

ィアカレッジ希望｣と記入して、〒271-

8560松戸市小根本7東葛飾支庁社会福祉

課地域福祉推進班(S361  -4077) へ

市 立 東 松 戸 病 院 の 看 護 婦 （士 ）〔 長

期 パ ー ト 〕 お よ び 介 護 福 祉 士 募 集

対 象①看 護婦（士） ＝35 歳 まで の有資

格者（外来および訪問看護）②介護福祉

士＝25 歳 までの有資 格者 、また は資 格取

得 見込 みの人　募 集人 員各若 干名　 提出

書類 履歴書（写 真付 き）・資格 免許 の写し

※①につい て は、市内 の医療 機関勤 務者

の応募 はご遠 慮く ださい。

惠2 月25 日困〔必 着〕ま でに、郵送 で〒270

-2222 松戸 市高 塚新田123 の13 市立 東松

戸病 院総務 課総務 係(0391  -5500) へ

愛の献血

①松戸東ライオンズクラブ＝2 月19日

銜午前10時～午後4時　会場ダイエー新

松戸店前

②千葉県・松戸市献血強調月間キャン

ペーン＝2月26日廊午前10時～11時45分

と午後1時～4時　会場イトーヨーカドー

ハ柱店前

翔健康課検診係S366-7487

熟 年 男 性 の 料 理 教 室

３月９日脚～11 日㈲ 午 前10 時30 分～ 午

後1 時30 分　 会場 小 金原 市民 セン タ ー

対象市内 在住 で初 めて 参加 する60 歳以上

の男性　 定 員20 人(抽 選) 費用1,000 円

(材料 費)

圃2 月22 日(月)〔必 着〕までに、往 復ハ ガキ

に住所 ・氏 名・電 話番号 ・年齢 ・返信 用

あて名 を記入 して、 〒271-0091 松戸 市

本町14 の2 第一 生命 ビル 内松 戸市 社会 福

祉協議会｢ 熟年男性 の料理教室｣ 係(S368

－0503) へ

お 酒 に つ い て の ト ー ク シ ョ ー 「 も

っ と 知 ろ う 適 性 飲 酒 」

2月22 日㈲午 後2 時 ～4 時　 会場 東葛 飾

合同庁舎　 内 容適性 飲酒 の方法 や困り ご

とにつ いて 、専門医 師・病 院 ケースワ ー

カ ー・保 健所 職員 が民生 委員・ 地域住 民

等 と共 に話 し合い形 式 で考える　 対象 お

酒の問 題に興 味の ある人　 費用 無料 （申

し込 み不要）

［閲松戸保健所 精神保 健福祉班S361  -2121

催

し

物

ア

メ

リ

カ

ス

ク

エ

ア

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会

３
月

３
日

か
ら

毎
週
水

曜
日

〔
全

十
七
回

〕
午

後
１

時
～
４

時

会
場

馬

橋
市

民

セ
ン

タ

ー
　

内
容

ウ
ェ

ス

タ
ン

カ
ン
ト

リ

ー・
ミ
ュ

ー

ジ
ッ

ク
に

合
わ
せ

て
踊

る
　

費
用

一
回
四

百
円

※
高
齢

者

歓
迎

圃

松

戸

フ
レ
ン

ド
ス

ク
エ

ア

ダ
ン

ス

ク
ラ

ブ

・
寺

田

昔
3
8
6・
6
1
3
2

会

員

募

集

都
合
に
よ
り

会
場
等
は
変

更に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す

小

金
原

煎

茶

サ

ー

ク
ル

月
三
回
水
曜
日
①
午
前
の
部
＝
午

前
1
0時
～
正
午

⑤
午
後
の
部

＝
午
後

１
時
～
３
時
会
場
小
金
原
市
民
セ

ン
タ
ー
　
費
用
月
四
千
円
（
水
屋
料

を
含
む
・
入
会
金
三
千
円
）

鵞
加
藤

登
錮
・
0
2
9
2

ハ
ン

グ
ル

を

学

ぶ

会

毎
週
火
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
馬
橋
東
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容

（
ン
グ
ル
（
韓
国
語
）
の
学
習
費
用

月
三
千
円
（
入
会
金
な
し
）

※
初
心
者
歓
迎

鵞
金
澤

昔
3
6
2
・
7
5
1
6

カ
ー
レ
イ
・
ロ
ケ
ラ
ニ
サ
ー
ク

ル
毎
月
第
一
・
二
・
三
①
火
曜
日
午

後
２
時
～
４
時
②
土
曜
日
午
前
1
1
時

～
午
後
１
時
会
場
①
小
金
北
市
民

セ
ン
タ
ー
②
小

金
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
ダ
ン
ス
　
費

用
月
三
千
円
（
入
会
金
千
円
）

圃
小

倉
登
3
4
2
・
0
1
4
7

ド
ラ

イ
ア

レ

ン

ジ

サ

ー

ク
ル

月
三
回
土
曜
日
午
前
1
0時
～
正
午

会
場
タ
ウ
ン
ス
ク
ー
ル
根
本
内
（
根

本
内
小
学
校
内
）
　
費
用
月
三
千
円

（
材
料
費
別
・
入
会
金
な
し
）

鵞
村
上

容
3
6
2
・
4
5
0
4

介
助
を
お
手
伝
い
・
ゆ
う
ゆ
う
広
場
の

Ｑ
　
　
　
　
　

仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

ゆ
う
ゆ
う
広
場
は
、
軽
い
介
助

が
必
要

な
高

齢
者

を
日
中

お
世
話

し

よ
う

と
、

ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体

の
松
戸
ゆ
う
ゆ
う
会
が
運
営
し
て

い
ま

す
。

参
加

者
に

は
気
分

転
換

で

き
る

よ
う

、
家
族

に

は
少

し
介

助

の
手

を
休

め
て
も

ら
お
う

と

始
め
ら

れ

ま
し

た
。

現
在

、
小

金
保

健
セ

ン

タ
ー
と

中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
で
月
に
一
度

ず

つ
昼
食
会

と

、
軽

い
運
動

、
歌

唱
な

ど
を
行

っ
て

い
ま

す

。
昼
食

は
手

作
り

で
、
会

員

が
献
立

・
調

理
を
行

い
ま

す

。

小

金
保

健
セ

ン

タ
ー
で

の
参

加

者
ど

、
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
の
会
員
（
市

内
全

域
）

を
募

集
し
て

い
ま

す
。

醫
松
戸
ゆ
う
ゆ
う
会
飯
塚
3
4
2

それぞれの好きな歌をみんなで合唱

栗
ヶ
沢
小
学
校
で

春
よ
こ

い
コ

ン
サ

ー
ト

１

月
1
6日

、
栗

ケ
沢

小
学

校
で

は

県
立
松
戸
国
高
校
吹
奏
楽
部
を
招

い
て
、「
春

よ
こ

い
コ

ン
サ

ー
ト
」
を

開

き
ま
し

た

。
体
育
館

に

は
一
年

生

か
ら

六
年

生
ま

で

の
児

童
と

保
護

者

約
二

百
五

十
人

が
集
ま

り
ま

し
た

。

映

画

「
タ
イ

タ

ニ
ッ
ク
」

の
テ

ー

マ
曲

な

ど
を
小

学
校

の
教

諭
が
サ

ッ

ク

ス
や

ピ
ア
ノ

で
、

高
校
吹

奏
楽

部

と

一
緒

に
演
奏

。
ま

た
、
新

野
稔

文

く

ん
（
六
年

生
）
の
指

揮
で

校
歌

を
み

ん

な
で
合

唱
す

る
な

ど
の
交

流
も

あ

り
ま

し

た
。

児
童
か
ら
は
「
カ
ッ
コ
い
い
」
「
大

き

な
コ

ン
ト

ラ
バ
ス

を
弾

い
て
み

た

い
」

な

ど
の
感

想

が
聞
か

れ
、
な

ご

や
か
な
会

場

に

Ｉ
足

早
ぐ

春

が
や

っ

て

来
た

よ
う

で
し
た

。

な
お

、
吹
奏

楽
部

で

は
３
月
2
0
日

出

午
後
５

時

か
ら

、
森

の
ホ

ー
ル

汨

で
定
期
演
奏
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

演奏に聴き入りました 一年生が花束をプレゼント

※身近な情報をお寄せください。

小

金

小笠

原

馬橋支所版

小金支所 小金2(ピコティ西館3階）

小金原支所

馬橋支所

小令原6-6-2

馬橋2515-

1

万満寺で防火訓練
「
文
化

財
防
火
デ

ー
」
は
日

本
最
古
の

壁
画
が
描

か
れ
た
法

隆
寺
金

堂
が
昭
和
2
4
年
１

月
2
6

日
に
焼

損
し
た
こ
と

を
き
っ
か

け
に
定

め
ら
れ
ま
し
た

。

連携プレーで素早く消火

文化財は燃えやすい木・紙・布などで

つくられているものが多＜、いざという

ときのため､日ごろからの訓練が大切です。

｢文化財防火デー｣ 事業の一環として、

仁王の股くぐりで知られる万満寺で､｢火

災の発生｣ を想定し 、１月24 日、地域の

住民や市教育委員会・馬橋消防署が参加

して、防火訓練が行われました。

また、戸定邸・博物館でも訓練が実施

されました。いざというときに備えて



い

き

い

き

八

十

四

歳

「
一
日

一
日

を
大
切

に
楽

し
く

過

ご

す
こ

と

が
モ
ッ

ト

ー
」

と
五

香

の
田
中

實
枝

さ

ん
。
手
芸

・
歌

・
踊

り

・
着
付

け
な

ど
多

く

の
趣
味

を
持
ち

、

一
週
間

の
予

定
は

い

っ
ぱ

い
。
得
意

の
手

芸
で

は
、

作
品

の
多
く

を
友

人

・
知
人

に

プ

レ

ゼ
ン
ト
し

て

、
喜

ば
れ
て

い
ま

す
。

三
年

前

、
家

族
と

キ
ャ

ン

プ
を
し

な

が

ら
、

東

北

地
方

の
親

類

や

知

人

に
、

手

作

り

の
ま
く

ら
を
届

け

に
出

掛
け

た

ほ
ど
元

気

で
す

。

日

記
を
三

十
年

以

上
続

け
、
毎

日

が

充
実
し

て

い

る
八
十
四

歳
で

す

。

多
彩
な
趣
味
で
毎
日
を
楽
し
く

遊びながら郷土を知ろう
松戸かるた大会

「松戸のかるた」は市内の名所など郷土の特色

を盛り込んで､小学生が作ったオリジナルかるた。

1月10 日、松戸かるた大会が常盤平市民センタ

ーで行われました。

市内の子ども会など約90 人が参加。子どもたち

は目の前の札に神経を集中し 、会場は一日熱気に

包まれていました。

圃松戸カルタ協会浅野S364-3399

だ
れ
が
一
番
速
か
っ
た
の
か
な

（
団
体
戦
低
学
年
の
決
勝
で
）

医

療

講

演

会

２
月
2
5日
米
午
後
３
時
～
４
時

会
場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
千
葉
西

病
院
小
児
科
医
師
に
よ
る
乳
幼
児
の

病
気
や
発
達
の
知
識
　
費
用
五
百
円

※
保
育
あ
り
（
無
料
）

羆
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
荒
井
容
誣
・

荒
馬

座

公

演

「

あ
し

た

葉
の

う

た
」２

月
2
0日
圉
午
後
６
時

丿
分
開
演

会

場
森
の
ホ
ー
ル
2
1
　内
容
日
本
の

歌
・
踊
り
・
太
鼓
な
ど
　
費
用
三
千

八
百
円
、
高
校
生
以
下
・
障
害
者
・

六
十
五
歳
以
上
の
人
は
二
千
八
百
円

（
前
売
り
は
各
三
百
円
引
き
）

圃
松
戸
荒
馬
座
を
観
る
会
実
行
委
員

会
・
飯
沼

昔
3
8
8
・
2
0
2
4

松

戸
村

立

雑

学

大
楽

２
月
2
1日
㈲
午
後
２
時
～
３
時
丿

分
会
場
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
（
八
柱

駅
下
車
徒
歩
二
分
）
　
内
容
オ
ペ
ラ

の
楽
し
み
方
講
師
オ
ペ
ラ
歌
手
・

五
月
女
智
恵
氏
　
費
用
無
料

鵞
金
本
（
サ
ン
ヨ
ー
ホ
ー
ム
内
）

登

3
8
6
・
0
2
2
1

健

康

づ

く

り

グ

ル

ー

プ

さ

わ

や

か

毎
週

木
曜

日
午

後
１

時
～
２

時
3
0

分

会

場
常

盤
平
市

民
セ

ン

タ
ー

・

常
盤
平

体
育

館
　

対

象
六

十
歳

く
ら

い
ま
で
の
女
性
　
費
用
年
四
千
四
百

円
（
保
険

料
を
含

む

、
入
会

金

な
し
）

※
２
月
2
5
日

米
説

明
会

あ
り

圃

細

谷
3
8
4・
7
9
3
7

平成11 年度市立中部小学校附属幼

稚 園の新入園児を再募集

入園資格市内に住所があり、平成5年

4月２日～6年4月1日の間に生まれた幼児

保育期間1年保育　受付会場中部小学校

附属幼稚園 持ち物幼児の住民票1通と

印鑑　費用入園時＝入園料3,000円、制

服等約20,000円、毎月＝保育料6,000円、

給食費・絵本代等4,000円程度

※入園面接の日程は、受け付けのときに

お知らせします。

[間中部小学校附属幼稚園0363-2569

のぞみ学園作品展示 即売会

2月17日㈲･18 日㈲午前白時30分～午後

4時　会場総合福祉会館　内容陶芸など

問 のぞみ学園登368-1655

音 楽 の 広 場 （合 唱 講 座 ）

2月16 日㈹午後1 時30 分～3 時30 分　会

場市民劇 場　費用2,700 円 （テキス ト代 ）

惠当 日会場 で

［間矢 切公 民館0368-1214

親

子

こ

ひ
つ

じ
お

は

な
し

会

２
月
1
7日
水
、
３
月
1
7日
水
各
午

後
２
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
会
場
市

川
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
イ
ト
ー
ヨ

ー
カ
ド
ー
ハ
柱
店
前
）
　
内
容
グ
リ

ム
童
話
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
　

講
師

劇
団
天
童
主
宰
・
浜
島
代
志
子
氏

定
員
当
日
先
着
三
十
人
費
用
無
料

鵞
こ
ひ
つ
じ
お
は
な
し
会

・
市
川
容

3
8
3
・
2
3
1
2

国 民 健 康 保 険 被 保 険 者 証 が 更 新 さ

れ ま す

現 在の国 民健康保 険被保 険 者証 と国民

健 康保 険退 職 被保 険者 証 の有 効期 限 は 、

3月31 日㈲までで す。該当 する世帯（一部

の世帯 を除く）には3 月初 旬に新 しい被保

険 者証 を郵送し ます。

なお 、入院 などで自宅 以外 の場所 に郵

送 を希望 する人 はご連絡 く ださい。

※新 しい 被保険 者証 は届 き次 第使用 で き

ま す。

刈 日被保 険者証 は、国 民健康保 険課 ・市

民課 ・支所 へお返 しく ださい。

［圜国民健康保険課資格 給付係登366-7353

外国人日本語スピーチコンテスト

2月27日比午後1時～4時30分（開場午

後O時30分）　会場市民劇場　内容4力国

11人の外国人が日本に来て感じたことな

どを発表　費用入場無料

※申し込みは不要です。お気軽に会場へ

お越しください。

［固拊松戸市国際交流協会0366-7310

催
し
物

バ

ド
ミ

ン

ト

ン

教

室

２
月
2
1日
・
2
8日
の
日
曜
日
〔
全

二
回
〕
午
前
９
時
～
正
午

会
場
高

木
第
二
小
学
校
体
育
館
　
費
用
百
円

圉
当
日
会
場
で

※身近な情報をお寄せください。

こども発達センターでバス遠足

こども発達センターを利用している子どもたちが、船

橋市のアンデルセン公園へ遠足に出掛けました。新京成

バスから「運行50 周年」記念として、招待されたもので、

1月20 日・22日に分けて、約50 人の親子が参加。

外に出て楽し＜遊ぶ中で､新たな子どもの成長を発見

することができ、また、親と子、そして職員とのコミュ

ニケーションも図ら

れました。

同センターは、発

達に不安のある子ど

もとその家族に相談

・指導を行っていま

す。

圃こども発達センタ

手作りのたこを揚げて大喜び

八柱霊園で冬の風物詩｢雪づり｣

園
内
正
面
と
噴
水
周
辺
で
見
ら
れ
ま
す

個人市政見学会

3月２日収)午前9時市役所正面玄関集合

コース市役所～健康増進センター～博物

館～和名ケ谷クリーンセンター( 昼食と

見学)～消防局～市役所(午後3時解散予

定) 定員先着22人　持ち物昼食(食堂等

はありません)　 費用無料

※申し込みが3人以下の場合は、中止させ

ていただきます。

圃電話で広報課Q366-7320 へ

ビ デ オ 編 集 講 座

① 初級＝2 月19 日銜～21 日(日翔)中級＝2

月20 日出 ・21 日(日) 時 間①午 前の部＝午

前10時～正午 、午後 の部＝ 午後1時30 分～

3時30 分② 午後1 時30 分～4 時30 分　会場

森の ホール21 情 報 セン タ ー　定 員①各 回

3人 ②各回1 人(各先着順) 内 容ビデ オに

タ イトルや 音楽 を入 れてオリ ジナル作品

を作 る　持ち 物 自分 で撮影 したビデ オテ

ープと新しいビデ オテ ープ　費用無料

圃2 月16 日(火)午 前10 時 から、電話 で森 の

ホ ール21 情報 セン タ ーS384-5050 へ

雪による松の枝折れを防ぐた

め、八柱霊園に雪づりがお目見

えしました。園内には写真撮影

をする人も訪れ、隠れた冬の撮

影ポイントになっています。

金沢兼六園と同じ「リンゴづ

リ」型が20本、高さ30㍍のもの

も登場。3月まで続けられます。

黷八柱霊園管理事務所容387 －

2181

簿記教室

コース　　 日 時　　　 費 用

初級コニス　3/26
銜～6/4　25,000 円

ﾑ回 噐なU 誓 廊の毎週火・（会員15,000 円）

ﾔﾂﾞ 一一一　 金曜日ﾘ ｽに゙ ふ と
全20 回〕　　　30,000 円

ｔ2 ぶ 盲
）

午後ら時~8時（会員20,000 円）

会場松戸 商工会 議所会 議室　 持ち物 筆

記 用具 と電卓（また はそろ ばん） 定員 先

着40 人

澎費用 はテ キスト代 を含 む

圉 費用 を持 っ て、直接松 戸商工 会議所（昔

364-3111) へ

自 然 科 学 講 座 「 自 然 を 見 よ う ・ 植

物 画 入 門 」

2月27 日～3 月20 日の毎週土 曜日 〔全4

回 〕午前10 時～正 午　会 場文化 ホ ール

講師 自然観 察指 導員・ 川端祥子 氏・藤 井

桂 子氏　定 員先着20 人　持 ち物鉛 筆（HB

・Ｈ）・消 しゴ ム　費用2,000 円（材料費）

圃2 月16 日㈹午前9 時30 分 から、電話 で市

立博 物館 登384-8181 へ （月曜休 館）

会

員

募

集

常盤

平

六

実
東部支

所版

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

田中實枝さんと手芸作品

い
ぶ
き
の
広
場
で

成
人
を
祝
う
会

い
ぶ
き
の
広
場

・
第
二
い
ぶ
き

の
広
場
は
身
体
障
害
者
で
就
職
が

困
難
な
人
に
訓
練
を
行

い
、
自
立

を
促
進
さ
せ
る
施
設
で
す
。

１
月
1
4日
、「
成
人
を
祝
う
会
」

が
行
わ
れ
、
二
十
歳
を
迎
え
る
三

人
が
仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
か
ら
祝
福
を
受

け
ま
し
た
。

三
人
は
、
大
人
の
仲
間
入
り
を
果

た
し
、
縫
製
・
染
色
・
さ
を
り
織

の
作
品
作
り
に
ま
す
ま
す
力
が
入

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

２
月
2
2日
丱
・
2
3日
㈹
に
は
市

役
所
で
、
作
品
展
示
即
売
会
が
行

わ
れ
ま
す
。

仲間からのプレゼントに大喜び



いざというときに備えて
横須賀・新松戸北町会が合同で防災訓練

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え

て
、
日
ご
ろ
の
訓
練
が
大
切
で
す

祭
り
に
参
加
し
て
み
よ
う

※身近な情報をお寄せください。

1月24 日横須賀中央公園で、横須賀1丁目・2丁目、新松戸

北1丁目・2丁目の各町会と地域の消防団が合同で防災訓練を

行いました。

大金平消防署の指導の下、実際に消火器やバケツを使って

火を消したり 、三角巾を使った応急手当を学んだりと、参加

者たちは真剣に取り組んでいました。

「祭り が大好 き 、何も 知ら ない けど 興味 がある 、

みんな で何 かを やっ て みたい」 など と 思っ ている

あな た 。一緒 に盛 り上 がり ません か。

練 習日2 月21 日 、3月18 日用 ・21 日竕 、４月

18日（日） 会場 新松戸 市民 センタ ー

※以 後､ 新 松戸 まつ り まで数 回練習し ま す。

固 新 松戸 支所 ・佐藤S343- 引11

華
麗
な
技
を
次
々
に
披
露

松
芦
鳶
工
業
組
合
の
「
は
し
ご
乗
り
」

鬼は外！福は内！

2 月３日は節分。節分といえば、鬼と豆まき。ここ、

二十世紀ヶ丘保育所でも 、節分 亘例の豆まきが行われ

ました。

ちびっ子たちは、鬼の攻撃に備えて保育所内の庭に

バリケードや落し穴を作り、鬼が来るのを楽しみにし

ていたものの、鬼が現われると初めは尻ごみ。やがて、

慣れてくると｢鬼は外！」と甲高い声が響き渡り、元気

いっぱいの姿に、鬼は退散していきました。

鬼
が
近
づ
き
戸
惑
う
ち
び
っ
子
た
ち

見ている側も力が入る「はしご 乗り」

１

月
７

日

、
松

戸
鳶
工

業

組

合

・

若

鳶
会

の
皆

さ

ん
が
市

役
所
正

面

玄

関
前
で
新
春
恒
例
の
「
は
し
ご
乗
り
」

を
行

い
ま
し

た

。

大

勢

の
見

物
人

が
見

守
り

、

緊
張

し
た
雰
囲
気
の
中
、
ハ
ッ
ピ
姿
の
若

い
衆

が
高

さ
約

六

メ
ー
ト

ル

の
は
し

ご
の
上
で

、
伝

統

の
技

を
次

々

と
華

麗

に
披
露

。

演
技

が
無

事

に
終

わ
る

と
、

息

を

の
ん
で

見
物

し
て

い
た
観

衆
か

ら

盛

ん
に
拍
手

が
送

ら
れ
て

い
ま
し

た

。

介
護
保
険
制
度
と
は
？

新
松
戸
地
区
社
協
で

研
修
会
を
開
催介護 の問題は地域でも重大な関心事のーつ

新
松
戸

地
区
社
会

福
祉
協

議
会

が
、

1
2月
2
3
日

に
新

松
戸

市
民

セ

ン

タ
ー

で
研

修
会
を

行

い
ま

し
た

。

平

成
1
2
年
４

月
に

ス

タ

ー
ト
す

る

介

護

保
険

制
度

に

つ

い
て

、

そ

の
仕

組
み

や
地

域

の
役

割
に

つ

い
て
勉

強

し
、

地
域

で

の
活
動

に
役

立

て
よ

う

と
開

催
さ

れ
た
も

の
。

こ

の
研

修

会
に

は
、
地

区

社
協

の

関
係

者

や
地

域
の
住

民

な
ど

約
百

七

十
人

が
参
加

。
市

介
護

保
険

準
備

室

長

の
講
義

に

熱
心

に
耳

を
傾

け
て

い

ま
し

た

。

催

し

物

無

添

加

料

理

講

習

会

「

小

松

菜

と

人

参

の

蒸

し

ケ

ー

キ

」

２
月
2
3
日

㈹
午

前
1
0
時
～

午
後
１

時

会
場
女

性
セ

ン

タ

ー
ゆ
う
ま

つ

ど
　

定
員
先

着
三

十

人
　

持
ち
物

ふ

き
ん
・
エ
プ
ロ
ン
三
角
巾
費
用

三

百
円

（
材
料
費

）

圃

電
話

で
松

戸
市

消
費

者

の
会

・
千

葉

音
3
4
4
・
1
5
5
1

ヘ

フ

ァ

ミ

リ

ー

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

教

室
２
月
2
1
日
㈲
午
前
９
時
3
0
分
～
正

午

・
2
8日

㈲
午

後
１

時
～
４

時

丿
分

〔
全
二
回
〕
　
会
場
松
ヶ
丘
小
学
校
体

育
館
　
費
用
無
料

崋

当
日
会

場

で

舞
体

育

指
導
委

員

・
藤
井

音
3
6
3
・
9

8
1
7

（
夜
間

の
み

）

ラ

ウ

ン

ド

ダ

ン

ス

初

心

者

講

習

会
３

月
１

日
～

６
月

７
日

の
第
二

を

除

く
毎

週

月

曜

日

〔
全

十
回

〕
、
午

前
1
0
時

～
正

午

会

場
稔

台
市

民
セ

ン

タ

ー
　

内
容

日
本

フ

ォ
ー

ク

ダ
ン

ス

連
盟
公

認

指
導
者

に

よ
る
講

習
会

費
用
五
千
円

圃

電

話
で

Ｒ
Ｄ

・
ウ
イ

ン

グ
・
日
野

原

音
3
6
7
・
2
6
5
5

へ

会

員

募

集

都
合
に
よ
り
会

場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す

太

極

拳

七

八

会

（
陳

式
）

毎
週
水
曜
日
午
後
３
時
～
５
時

会

場
矢
切
公
民
館
　
対
象
初
心
者

費
用
月
三
千
円
（
入
会
金
な
し
）

圃
山
岸

登
涙
・
9
2
9
2

松
戸
太
極
拳
同
好
会

①
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

②
毎
週
日
曜
日
午
後
６
時
～
８
時

会
場
①
運
動
公
園
武
道
館
②
明
市
民

セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
三
千
円
（
入
会

全
二
千
円
）

禁
高
科
昔
3
6
2
・
6
0
8
0

松

戸
市

民

合
唱

団

毎
週
木
曜
日
午
後
６
時
3
0分
～
９

時

会
場
市
民
会
館

内
容
無
伴
奏

の
イ
ギ
リ
ス
の
古
曲
を
中

心
に

費

用
月
四
千
円
（
入
会
金
千
円
）

群
佐
々
木

昔
3
6
7
・
2
5
8
6

東

葛

混

声

合

唱
団

月
三
回
土
曜
日
午
後
６
時
～
９
時

会
場
市
民
会
館
　
内
容
ジ
ョ
ー
ン

ー

ラ
タ
ー
の
「
グ
ロ
ー
リ
ア
」
を
練
習

中
　
費
用
月
二
千
五
百
円
（
入
会
金

千
円
）

羇
不

林

昔
3
8
4
・
7
6
2
1

番

社

交

ダ

ン

ス

サ

ー
ク
ル

い
ち

ご

毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

会
場
二
十
世

紀
が
丘
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
多
少
踊
れ
る
人
　

費
用
月
三
千

円

（
入
会
金
千
円
）

圃
長
峰

容
3
6
5
・
8
4
9
0

（
夜
間
の

み
）

矢

切
社

交

ダ

ン

ス
研

修
会

毎
週
金
曜
日
午
後
６
時
～
９
時

会
場
矢
切
公
民
館
　
費
用
月
二
千
円

（
入
会
金
千
円
）

圃

倚
橋
公
3
6
5
・
6
8
2
0

社
交

ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル
愛

踏

会

毎
週
①
金
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

②
日
曜
日
午
後
２
時
～
５
時

会
場

明
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
月
三
千
円

（
入
会
金
な
し
）

※
未
経
験
者
の
み
募
集

岡
佐
久
間

登
3
6
2
・
8
5
3
4

舞
夢
新
松
戸

（
社
交
ダ
ン

ス
）

毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
新
松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

月
千
五
百
円

（
入
会
金
な
し
）

固

島
田

登
3
4
3
・
4
0
5
3

新
松

戸
囲

碁
サ

ー
ク
ル

毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
新
松
戸
囲
碁
プ
ラ
ザ
（
新
松
戸

支
所
隣
り
）
　
内
容
囲
碁
の
ル
ー
ル

か
ら
　
費
用
月
三
千
五
百
円
（
入
会

金
千
円
）

群
長
尾
登
3
4
8
・
7
3
3
9

松

戸

詩

吟

ク

ラ

ブ

毎
週
火

曜
日

午
後

１
時
～

３
時

会
場
市
民
劇
場
ほ
か
　
費
用
月
三
千

五

百
円

（
入
会

金

な
し
）

周
笠

間

昔
3
6
8
・
5
8
0
2

松

戸

ホ

ビ

ー

サ

ー

ク

ル

毎
週

金
曜
日

午
前
1
0
時
～
正

午

会

場

女

性

セ

ン

タ

ー

ゆ
う

ま

つ

ど
　

内

容
　
　
　

洋

裁
（
製
図

）

ダ
ン

ス
等
　

費
用

年

千

円

（
ほ
か
に

材
料

費
と
し

て
一

回
に

つ
き
三
百

円

、
入
会

金

な

し

）
舞
加

藤

昔
3
6
2
・
7
4
0
3

松

戸

あ

ひ

る

会

毎

週
水
曜

日
午

後
６

時
4
5分

～
８

時
4
5
分

会

場
松

戸
三
丁

目
自

治

会

館

内

容
油

絵

・
人
物

デ
ッ
サ
ン
等

費
用
月
二
千
五
百
円
（
入
会
金
千
円
）

舞
蒼

根

公
3
9
2
・
1
6
7
1

稔

ア

ー

ト

毎
月
第
一
・
二
・
三
金
曜
日
午
前

1
0時

～
正

午

会
場
稔

台
市

民
セ

ン

タ
ー
　
内
容
油
彩
画

・
水
彩
画
　

定

員
先
着
五
人
費
用
五
千
円
（
入
会

金
二
千
五
百
円
）

圃
石

井

公
3
8
5
・
6
9
3
4

（
夜

間

の

み
）

健

康

づ

く

り

グ

ル

ー

プ

Ｍ

・

Ｋ

毎

週
火

曜
日
午
前
1
0
時
～
正

午

会
場

勤
労

会
館
　

対

象
六
十

歳
く

ら

い
ま
で
の
女
性
　
費
用
年
五
千
四
百

円
（
保

険
料
を

含
む

、
入

会
金

な
し
）

羆

卅
原
崎

登
3
6
5
・
7
5
8
3

相

模

フ

レ

ン

ズ

（
ソ

フ

ト

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

）

毎
週
土
曜
日
午
後
６
時
3
0
分
～
９

時

会
場

相
模
台
小

学

校
体
育

館

費
用
年
三
千
円
（
入
会
金
な
し
）
・

※
男
女

と
も
募

集
中

頁
柴

田

登
3
9
1
・
8
5
0
2

B
L
C

（
バ

ド
ミ

ン

ト

ン

）

毎
週

水

・
金

曜
日

午
前

９
時
～
1
1

時
会
場
青
少
年
会
館
対
象
家
庭

婦
人
費
用
月
二
千
五
百
円
（
入
会

金

千
円

）

覃

水
田

昔
錮

・
4
8
0
0

本庁

新松戸まつりで

鳴子おどりを踊りませんか

新

松

戸

矢切支所

版

二十世紀ケ丘保育所で元気に鬼退治
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